
今⼤会におけるPカードの提⽰について
               

【告知】⼤会実施要項 16. 2) を⼀部変更し、今⼤会においては、第1回、第2回選考会

と異なり、⽇本フェンシング協会から2025 年 12 ⽉ 22 ⽇付で通知されている「ノン・

コンバッティビテ（対戦無意欲）等変更について」を適⽤しないこととしました。こ

のため、今⼤会においてPカードの提⽰は以下の通りとします。

エリミナシオン•ディレクトにおいて

★１回⽬に1分間の対戦無意欲（ノン•コンバティビティ）が⽣じた場合、審判員は両

選⼿にPイエローカードを提⽰する（＝警告）。

★２回⽬に1分間の対戦無意欲（ノン•コンバティビティ）が⽣じた場合、審判員は両

選⼿にPレッドカードを提⽰する（＝両者に1点追加）。

★３回⽬に1分間の対戦無意欲（ノン•コンバティビティ）が⽣じた場合、以下のとお

りPブラックカードが提⽰される。

1. 両選⼿のスコアが同点の場合、審判員はプール順位が低い⽅の選⼿にPブラッ

クカードを提⽰する（＝プール順位が⾼い⽅の選⼿が試合の勝者となる）。

2. 両選⼿のスコアが同点でない場合、審判員はスコアが低い⽅の選⼿にPブラッ

クカードを提⽰する（＝スコアが⾼い⽅の選⼿が試合の勝者となる）。

★なお、９対９のスコア時にはいかなるPカード（イエロー、レッド、ブラック）も

提⽰することはできない。

 
【説明】2026年1⽉以降、⽇本フェンシング協会主催⼤会はFIE競技規則t.124の新ルー

ル（FIE2026/2027シーズンより適⽤予定）を前倒しして適⽤するよう、ルール•審判委

員会の通達が出ており、今⼤会の開催要項もそれに従う内容になっておりました。

しかしながら、海外からの参加者も多いことや10⽉開催の世界ベテラン選⼿権が 

FIE2025/2026シーズンの⼤会であることを考慮し検討した結果、今⼤会に限り新ルー
ルを適⽤しないという判断に⾄りました。ご理解のほどよろしくお願いします。

 
⽣涯スポーツ•ベテラン委員会



(Notice)

To avoid confusion, we decided to override the decision of the Japanese 

Fencing Federation and adopt the current version of Article t.124 

regarding unwillingness to fight (non-combativity). Thus, the application of P-

cards in this competition will be as follows:

During Direct Elimination
★ When, for the first time, there is one minute of unwillingness to fight, the Referee

sanctions both fencers with a P-yellow card.
★ When, for the second time, there is one minute of unwillingness to fight, the Referee

sanctions both fencers with a P-red card.
★When, for the third time, there is one minute of unwillingness to fight, a P-black card is

awarded as follows:

1. If the scores of the two fencers are equal, the Referee sanctions the fencer with

the lower ranking in the pool results with a P-black card. The fencer with the

higher ranking in the pool results wins the bout.

2. If the scores of the two fencers are not equal, the Referee sanctions the fencer

with the lower score with a P-black card. The fencer with the higher score wins

the bout.
★ No P-card (yellow, red or black) may be awarded at 9-9.




